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榎本 知郎 (京大 ･即)
9_F<刑の社会杓造にとって.オスとメスの性的開脚王
邦木的なものの1つと考えられる｡その横柄の一部は.
性行動の研究から明らかになるものであろう｡私は野生
のニホソザルの群れにおいて,性行動の出現の横柄を明
らかにする試みとして,オスとメスの問に見られる行動
の種析及び出現頻度と, メスの発情の時期や範さ,順
位,オスとメスの年令及び血縁関係やグルーミソグ関係
などの個体問関係との相関を求めようとした｡また,こ
れを韮掛こして,各行動の記号の忠味とその横倍を明ら
かにする釈みもすすめているが,これについては約3回
ホミュゼーシtlI/研究会の抄録を参fnされたい｡
調査は1972年7月13日～8月2日,9月20日～10月1
日,10月25日～11月26日,長野県地獄谷の志rlA群を対
象に行なった｡双眼鏡と小型ノートを使用し,行動を記
号化して記録した｡メスの禿I榊t,餅の赤さ,性皮の陥
醍.性零細､らの分泌紋の有無,オス-の接近,交尾 発
仰こ特徴的な背戸などから総合的に判断した.
オスとメスの問の性的な交渉は,つぎの7つの型に分
けることができる｡
Ⅰ.ディスブt/-が見られ,交尾を開始してからも安
定した経過をとり,叔後に射抑こ至る,オスとメスが相
互的にすすめる型｡
Ⅱ.メスが一方的にオスに追従する型｡メスの釈極性
とオスの拒否を示す.柿に交TSに至り,その場合は射約
に至る｡
El.オスが一方的にメスに追従する型｡オスの釈極性
とメスの拒否を示す｡これで交尾に至る例は祝祭されて
いない｡
Ⅳ.交尾に入る前に,オスのディス7't/一等の行動は
見られないが,交尾はかなり安定している,オスの弱い
研梓性とメスの非研極性を示すものと考えられる塑o
V.交Fiに入る前に,通常オスのディスブt/-苛の行
動は見られず,交Taもマウソティソクの間隔が不揃い
で,メスが交Tiの姿勢なとらない切合が多いことなど不
安定で,JT<拭きすることはなく.また射柄も見られない
型｡これはオスの弱い班極性とメスの弱い拒否を示すも
のと考えられる｡
Ⅵ.メスが主群的で,オスのディスプレー印も見られ
ず,交Fiも不安定であるが,かなりE<く統くことが多い
壁.射掛土見られない.
Ⅶ.メスが発情した場合でも.オス･メスとも相手に
関心な示さない型｡
これら7つの型のうち,11犯な除けば,Ⅰ把が瓜も一
般的でよく祝祭され.Ⅱ乱 1刑がそれに次いでいる｡
Ⅰ型のペアには.オスが氾いかけまわす行動がほとんど
の例について見られている｡またこのP.では,オス･メ
スの双方が相手に接近するのが見られている｡その道
に,1Ⅶ型やⅤ型では,メスからの接近は,グルーミソグ
へと続く場合を除けはほとんど見られず,オスからの接
近も少い.Ⅱ型はメスがジープェナイルか,まだ若いお
となのメスである場合によく見られる｡Ⅱ型は,8顕の
おとなのオスのうちJIVi位が4位以上の個体に見られた.
Ⅵ塾は,オスがジ1グェナイルである場合にのみ見られ
るoV型は.f8現とその息子,仲の良い姉と弟,仲の良
いいとこ同志といったごく近い血縁のベアに多く見られ
る｡また,1Ⅶ型も近い血緑のベアに多い｡
グルーミソクの見られるペア.メスが依存的にオスの
近くにいるといった関係な7T<すベア:オスがメスを追い
かけまわす行動の見られないベアは.圧倒的に11型を示
すことが多く,Ⅴ型がそれに次(･が他は少ない｡したが
って.この2つの掛土血絶-F.lHT)に見られるというより.
むしろ親密な開脚こ見られると考えてよい｡多くの性的
な交渉は, メスが苑附していることが必班であるが.
Ⅳ.Ⅴ.1Ⅶ型は取付TLていないメスとオスとの問にも見
られている｡また.苑IftのはじめはⅣ現であったもの
が,発If紬'.硫まるとともに即軌こ移行する例,Ⅱ型から
Ⅰ型へ移行の例など.メスの苑I17に伴う変化も見られて
いる｡
以上.今まで綻けている分析の一部を筒畔に述べた
が,はじめに述べた行動に形静を与える要因以外にも,
発情等に関するホルモソなどの生理的な面の分析が訳要
であるが,それは今後の課題としたい｡また,親しい間
柄にあるベアには何らかの交尾に対する抑制が働いてい
るものと考えられる｡これは乗越 (1973)の報/[]J'･の一部
を支持する結果になった｡こういった点からイソセスト
なめ(･る心理的な抑制という問題を再検討できるのでは
ないかと考えるo
自然環境下におけるニホンザルのmotlnt･
ing行動の比較行動学的研究
水原洋城 (日本モンキー･センター)
46年度共同利用研死 ｢白然環暁下におけるニホソザル
の改野的行動の先達に関する比較行動学的研究｣では.
主として幼児期におけるmounting行動の発迅過程な.
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